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研究成果の概要（和文）：小児漢方医学は西洋の小児科学が主体の今日でも小児医療を支える柱の一つであるが
ここに至る歴史的経緯は明らかではない。このため日本小児科史の先行研究である河内全節『日本兒科史』、富
士川游『日本小兒科史』『日本医学史決定版』を全文電子テキスト翻刻して日本伝統小児科学の主要文献リスト
を作成した。文献画像の光学認識による電子テキスト化と目視校正するシステムを新たに樹立して全11件の高精
度テキストを作成した。今後公開予定である。古典における小児疾患・治療法データベースも構築の途上であ
る。研究過程で小児夜啼き・睡眠時随伴症に対する甘麦大棗湯の有効性が示唆され、現代入院患者に対する臨床
研究で有効性を実証した。

研究成果の概要（英文）：Traditional Kampo pediatrics has been incorporated into modern pediatrics in
 Japan. However, the historical context leading to this integrative pediatrics has not been 
clarified. This study aimed to understand Japanese pediatrics through establishing an electrical 
bibliography on pediatric classics in Japan.
First, texts of studies on Japanese pediatrics were comprehensively digitized. Then, a bibliographic
 list of Kampo pediatrics was established. A new seamless system to generate high-grade electronic 
texts from images of classics was also established, and the data were edited by professionals in 
medicine and literature, which produced 11 classics containing precise text data. A database on 
Japanese classical pediatrics is currently under construction.
Through this study, kambakutaisoto was prescribed for pediatric night crying and parasomnia, and it 
was shown to be safe and effective in a clinical study among currently hospitalized children.

研究分野： 小児科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの小児科史を含む医史学的研究は、医書の解題と翻刻を行い定性的な書誌学情報を得て比較検討する方
法が主流であるため歴代医書の情報を並列処理することは困難であった。小児科・漢方専門医でもある研究代表
者は漢方医書の病名と方剤が医書の種類や時代、流派に関係なく記載がみられることに着目して、古典の電子テ
キスト化とデータベース構築が定量的な小児科史の理解に繋がると仮説を立てた。医学古典に特化して書影から
正確な電子テキストを作出するシステムを初めて構築して11文献を電子テキスト化したことで医史学の深化に貢
献した。そのデータから新たな治療法シーズが得られたことでも意義深いと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 小児医療はいかなる地域・時代でも行われてきた。日本では漢方医学が約 1500 年前に中国か
ら導入されて以来われわれの健康を支え続けるとともに、公的に教育研究された正統医学であ
った。明治時代、医制によりドイツ医学が正統医学に定められて以降、西洋の小児科学が主体と
はなったが今日でも小児漢方医学は日本の小児医療を支える柱の一つである。小児科治療は、疾
患生物学を中心とした科学的根拠や臨床統計学から得られたエビデンスを批判的に吟味して、
個々の患者特性を考慮して最も妥当な方法を当てはめるという現代医学体系により行われる。
同時に現代医学の範疇には収まらない個々の文化に根ざした伝統医学、独自の理論体系を有す
る補完医学などを組み合わせることで統合医療を確立することが求められており、日本では漢
方医学が医療保険制度にも組み込まれているためその重要な一翼を担っている。現代の小児漢
方医学では、気・血・水、六病位、臓腑弁証などの漢方理論を取りいれ、舌診・腹診などの漢方
医学に特有な診察から病態を把握して、ランダム化比較試験など現代医学的評価をも根拠にし
て理論・実践が展開されている。一見すると『傷寒論』『金匱要略』を原典とした方剤を多用す
る成人領域の漢方医学に範を取るようにもみえる。しかし両古典で小児医療に直接言及したの
は「小児疳虫蝕歯方」のみである。このように今日の小児漢方医学が展開されるに至る歴史的経
緯は明らかではない。 
 中国伝統医学では、既に『史記』に扁鵲が小児科医になったという記載がみられ『三国志』に
は華佗が小児の治療をした記録が残る。隋代の『諸病源候論』（巣元方、610 年）、『備急千金要
方』（孫思邈、652 年）には小児疾患・処方が論述され、唐代の中央政府医療機関「太医署」で
は「少小科」5 年制教育が行われて唐末期には『顱顖経』という現存最古の小児科専門書が成立
した。宋代では『小児薬証直訣』の銭乙に代表される小児科専門医の存在が明らかであり、以降
「小児科」は独立専門科として現代の中医児科学に継承される。日本伝統医学では、奈良時代「養
老律令」（757 年）に唐「太医署」を継承して「少小」5 年制教育を規定した。平安時代では現存
最古の本邦医学書『医心方』（丹波康頼、984 年）巻 25 に小児部が記載された。『遐齢小児方』
（曲直瀬道三、1566 年）以降、本邦においても小児科専門書が多数上梓されたが、小児診療が
得意な医師でも成人診療を行うなど小児患者のみを診療したのではない様子がうかがわれるな
ど中国とは異なった発展をしたことが示唆される。 
 小児漢方医学の系統が明らかではないことが小児漢方医学の普及の障碍となっていると考え
られる。漢方医学の利点の一つは現代医学の分析的医学では不可能な全人的な見方で治療でき
るということである。日本の診療科全体では 7 割の医師が医療用漢方製剤を投与する。しかし
本来、成長発達を全人的に見る必要がある小児科ではかえってその投与率は 4 割と低いことが
報告された。伝統医学理論は診療に有用であっても必ずしも科学的に証明されておらず、治療法
の歴史的継承や変遷を明らかにすることで初めて理論深化と臨床応用が可能となる。漢方医学
で特に重視される『傷寒論』『金匱要略』を始め、漢方エキス製剤の選定に強く影響を与えた浅
田宗伯の医書まで数多く、翻刻および現代語訳が入手可能であり現代の漢方医は過去の多数の
成人の診療データを利用できる。しかし小児漢方古典は現在わずかしか流通していない。 
 以上を背景に、網羅的な文献収集を基盤にして系統的な文献検討を行うことで小児漢方医学
の成立を明らかにすることが可能かどうか検討して、その過程で現代の小児漢方医学の普及に
寄与できるか、現代小児科学への応用が可能なシーズがあるのかどうか検討した。 
 
 
２．研究の目的 
 漢方古典には医学理論・疾患概念・治療法・症例報告（医案）など種々の要素が含まれるが、
いずれも原典を参照に歴史的文脈を理解しなければ本来の意味を理解することを期待できない。
そこで明治時代以前の小児科関連文献を網羅的に電子テキスト化して、疾患および治療法を抽
出してデータベース化することで、歴代小児漢方医書の系統樹の作成を試み、小児漢方医学の変
遷を解明することを目的とした。この過程で優秀方剤が判明した場合には臨床応用の検討を行
うことも目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
（１）明治時代以前の日本の小児漢方医書のリスト化と電子テキスト化 
古典籍デジタル画像がインターネット公開されているが、『歴代漢方医書大成』（新樹社書林、
2008）などごく例外を除いて電子テキスト化はほとんどされていない。そもそも『臨床漢方小児
科叢書』（オリエント出版社、1997 年）以外は小児漢方医学の叢書は見られず、系統的なリスト
化もされていなかった。そこで小児漢方医学に関する著述を『日本の医薬・博物著述年表』（真
柳誠、増訂版）より標題・副題に「小児」「幼」「嬰」「唖」を含む文献をリスト化して小児漢方
医学に関連する文献を同定した。このうち伝統小児医学史の先行研究である『日本児科史』（河
内全節、1894）、『日本小児科史』（富士川游、1912）、『日本医学史・決定版』（同、1941）、『日本



小児科医史』（珠玖捨男、1964）に共通に見られる文献を同定して、優先順位をつけて電子テキ
スト化を行った。今回電子テキスト化した文献はすべて医学書コレクション『富士川文庫』（京
都大学）で 2018 年より画像データが公開されてクリエイティブ・コモンズ・ライセンスであっ
た。古典医書の多くが漢文あるいは漢字かな混じり文で記載された木版本ないし写本であった。
日本古典の光学認識装置（OCR）に成果のある凸版印刷株式会社と共同して今回の医学古典翻刻
プロジェクトを立ち上げた。 
 
（２）小児漢方医学史の定性的変遷の記述と、古典における治療法の抽出およびデータベース
構築 
 （１）で作成した電子テキストデータおよび先行研究の検討から、定性的な史的変遷を記述し
た。また電子テキスト化した文献から各疾患に対する治療法を全て抽出してデータベース化し
た。疾患名・方剤・生薬名を抽出して構造化標記を行い、データベースを構築した。結果に後述
する通り、多くの生薬がいわゆる「一字銘」で記載されており、今後の研究を要した。研究者を
含む漢方専門医グループでデータの妥当性について合意形成会議で判定した。 
 
（３）歴代医書に継承される治療法あるいは独創性の高い家伝法の同定と実験医学的検証 
 歴代医書に保存された方剤は長期に及ぶ臨床家の検証を得ていると仮定され臨床上有効であ
る蓋然性が高い。反対にごく一部の文献にのみ記載される方法は独自の効果を期待できる「家伝
法」である可能性が高い。こうした方剤のうち、現在の小児漢方医学では失われている適応症が
同定できた医療用漢方エキス剤に注目して、その適応症の疾患モデル動物を用いて基礎医学的
に有効性を検討し、将来ヒトに応用する上での基礎データを収集しようと試みた。 
 
 
４．研究成果 
（１）明治時代以前の日本の小児漢方医書のリスト化と電子テキスト化 

 本邦における小児漢方医
学文献リストを作成した。
真柳誠『日本の医薬・博物著
述年表』増訂版より写本・版
本を含んだ 109 件の小児科
専門書が同定された（図 1）。
また日本小児科史の先行研
究であり、著作財産権がす
でに失効している『日本児
科史』と『日本小児科史』の
全編を市販ソフトで電子テ
キスト翻刻して目視による
校正をすることで電子テキ
スト化した。このデータを
元に、両書を和集合的にま
とめ小児科関連の医学書・
事典など80文献を同定した。

さらに『日本小児科医史』の記述を参考にして、小児漢方医学に関連した重要な 23 文献を同定
した。この 23件中 7件（30%）は既にテキスト翻刻されており、これらより治療法などを抽出し
たデータベースを構築した。残る 16 件中、京都大学富士川文庫よりクリエイティブ・コモンズ
として一般公開されて二次利用も自由であるデジタル画像を元データとして、「方法」に述べた
ように今回新たに医書に特化した古典の電子テキスト化システムを構築して、2018 年度は 6 文
献全 198 丁、2019 年度は 4文献全 340 丁、2020 年度は 1文献全 180 丁を電子テキスト化した。
OCR および一次校正後の認識率は約 90%程度であり、研究代表者および古典専門家、OCR 技術者
による目視による二次・三次校正を経て、全文 99.9%の精確度で電子テキスト翻刻を完了した。
なお以上の校正を経ても識字困難な箇所にはコメントを残して明示した。 
 
（２）小児漢方医学史の定性的変遷の記述と、古典における治療法の抽出およびデータベース
構築 
Ａ）日本の伝統小児医学の歴史的変遷 
 上述の既存研究および電子テキスト化した資料を参照に本邦の小児科史を概説した。大宝律
令(701)には日本初の医事法規「医疾令」が記載された。前述の通り隋・唐の制度をそのまま導
入しており、「その多くは空文に止まり…（富士川游）」との指摘の通りではあるが、医生教習条
に総数 20 人あたり少小（小児科）3 人を学ばせる、医針生成業条に少小は 5 年修業年数と規定
されており史料に残る小児医学の端初である。遣唐使の往来とともに仏教中心にインド・オリエ
ント文化が間接的に輸入され、その経典には種々の医学記事を含まれた。例えば「医科八術」は
孩童を含み小児科の記述も見られる。現存最古の本邦医書『医心方』（丹波康頼、984）巻 25 に
第 1～19（生理学・保健育児）、第 20～163（治方）に分かれ小児内科だけではなく感覚器・泌尿



器・小児外科の内容を含む。しかし高度な医療内容が実際に普及していたかどうかは不明である。
鎌倉時代以降の医学書も小児科のウェイトは大きかった。例えば現存最古の和文医書である梶
原性全『頓医抄』(1304)は 50 巻中 5 巻（巻 35～39）、同『万安方』(1327)は漢文 62 巻中 11 巻
（巻 39～49）が小児科であった。室町時代から安土・桃山時代では著作年が明らかな文献のな
かで現存最古の小児科単著が成立した（曲直瀬道三『遐齢小児方』[1566]）。また戦乱の世で台
頭した金創医（外傷外科医）が出血制御を兼ねて産科を担当して次第に小児科を担当して、実地
上小児科が独立できたのはこの流れとされる（珠玖捨男）。江戸時代を通じて漢方医学の各流派
（後世派・古方派・折衷派・考証学派）に小児科書があった。内科学では古医方を提唱した名古
屋玄医以来、『傷寒論』『金匱要略』の古典に治療根拠が求められた。小児科では考証学派が隋代
医書『備急千金要方』の小児科門を『少小嬰孺方』として翻刻したように、隋・唐代の小児医学
が注目されたと同時に、古方派・折衷派では経方（『傷寒論』『金匱要略』に由来する方剤）を小
児疾患に応用するという、本邦独自の小児科学が生まれた。幕府医官・民間医を含めて多数の小
児科専門医が輩出されたが、内科医も兼ねるなど分業化は進まなかったと考えられる（富士川
游）。幕末の蘭医学の導入では西洋小児科学書がはじめて邦訳された（堀内素堂『幼幼精義』）。
幕府医学館や藩校での医学教育にも小児科学が取り込まれた。明治維新を経て医制(1874)によ
るドイツ医学の採用により、伝統小児医学は公的には途絶した。 
 
Ｂ）京都の小児科医家「山科家」の系図、写本の系統とその小児科学 
 小児科文献の電子テキスト化の過程で、『幼科保寿口訣』（山科保寿院口述、1688、京都大
学富士川文庫所蔵）を電子テキスト化した。歴代小児科医として京都で著名であったが小児科
史ではこれまで注目されてこなかったこの「山科家」の小児科書を、今回特に重要視して検討を
行った。医書写本ではその著者の来歴を解明することも重要である。京都の医家、山科家は現在
知られる系図に混乱が見られた。また全国に『（幼科）保寿口訣（集）』と題する写本系統と、
『（山科）幼科（秘伝）口訣』と題する系統が現存することも判明したがその異同は不明であっ
た。そこでまず地誌や医家伝記『日本医譜』により山科家の系統と院号を明らかにした。法眼に
叙せられた山科長安（名は元信）に始まり、次代の山科理安（元勝）は法印に叙せられ仙寿院を
号した。この系統は宗安（元富）、厚安（元温）と続いて法印に叙せられた。別の系統に山科理
安（名は元勝）があり、法印に叙せられ保寿院を号した。この系統は、『槐記』で著名な道安（元
直）が次代で法眼に叙せられ保寿院を号し、続く一安（元由）は法印に叙せられて、以後、泰安
（元通）、里安（元映）、元棟、元淑、明治天皇の侍医となった元行に続いた。その医書について、
富士川文庫を含む各地の書誌データベースでは山科長安（元信）、山科宗安（元富）や山科利定
の口述とされていたが、これらは全て山科理安（元勝）の口述書であることが判明した。次に、
今回翻刻した京都大学富士川文庫本を含む各地に残る山科小児科写本 20 文献を実地調査して校
勘した。すると全て同系統の写本であることが明らかとなった。これは『幼科保寿口訣』が当時
小児科書として重要視されて書写され伝搬したことを意味するだろう。また内藤記念くすり博
物館所蔵本（蔵書番号 30975）には「京都に遊学するも、有用な治療を学べず鬱々としていたと
ころ、ある家に小児科治療の秘書があることを聞いた。眼界の過るところでふだんの不満は解け
て喜び驚いた。」と付記されていることからも、少なくとも享保年間当時においても貴重な小児
科医書であったことがうかがわれた。以上の内容は今後論文化して公表する予定であるが、その
医術についての詳細な解析が望まれる。 
 
Ｃ）歴代小児科医書に記載される疾患と治療法のデータベース 
 電子テキスト化した文献の疾患・治療法データベースを構築した。ところが多くの文献で
生薬が「一字銘」と称される漢字の合字あるいは略字様の記号で暗号化されており、治療法
を正確に理解することができないことが
判明した。この理解には小児科文献を含む
多くの伝統医書を対象としたさらなる研
究が必要であると考えられた。小児漢方医
学の変遷について治療法に着目した文献
定量学的な検討には今後さらなる研究を
要すると思われたが、江戸時代までの小児
漢方医学の変遷を踏まえて記述されたと
考えられる、明治時代の代表的な伝統小児
書『幼幼家則』の治療法と、一般社団法人
日本小児東洋医学会編『小児漢方治療の手
引き』（2 版）に掲載される治療法とを検討
することで現代小児漢方との比較をする
ことは可能であった。『幼幼家則』では時方
（漢代以降に開発された方剤）が過半数を
占めたのに対して、『小児漢方治療の手引



き』では経方が過半数であった（Kruskal-Wallis 検定 P<0.001、図 2）。また『幼幼家則』
に掲載された家伝法は、『小児漢方治療の手引き』に一つも掲載されていなかった。このよ
うに、両者では統計学的に有意に治療法が異なっており、医学の断絶があることが示唆され
た。また明治以前に開発された小児漢方の治療法が現代に継承されておらず、有用な治療法
が日の目を見ていない可能性も示唆された（Kawashima N. Trad Kampo Med, 2021）。 
 
（３）歴代医書に継承される治療法あるいは独創性の高い家伝法の同定と実験医学的検証 
 歴代医書に認められる、現代の小児科学にも応用可能な治療シーズについても検討を行
った。このうち原典の『金匱要略』では成人の身体症状症に対する治療法として記載された
甘麦大棗湯が、日本で 18 世紀後半から 19 世紀前半にかけて折衷派の発明により、小児の
夜啼きと睡眠時遊行症に応用されたことが推定されるということは既に報告していたが
（川島希, 山口英明. 日児東医誌, 2017）、今回電子テキスト化を行った文献の検討において
も、江戸後期の日本の応用であったことが明らかとなった。甘麦大棗湯は漢方エキス製剤に
も採用され保健収載される漢方製剤であることから、現代医学にも容易に組み込みやすい。
小児血液・腫瘍疾患の治療のため長期入院を要している患児は入院中に夜啼きや睡眠時随
伴症のためときに入院継続も困難となる。マイナートラブルではあるが治療法が確立して
おらず、夜啼きについては病態も明確ではない。以上を背景に、甘麦大棗湯の有効性が認め
られるかどうか検討を行い、また甘麦大棗湯は甘草用量が多く偽性アルドステロン症が懸
念されることから安全性についても検討するため臨床研究を行った。漢方医学理論に基づ
き、現代医学では心理社会学的な問題だと受け取られることの多い夜啼きが、乳幼児におけ
るノンレム睡眠関連睡眠時随伴症の亜型ではないかと推定した。小児血液・がん疾患で入院
加療を要した年齢中央値 4.1 歳（0.02～18.5 歳）の 137 例のうち、3 例が再発性のノンレム
睡眠関連睡眠時随伴症を発症した。3 例が夜啼きを発症したがノンレム睡眠関連睡眠時随伴
症の家族歴を有していた。夜啼き・睡眠時随伴症の 6 例と、他の 131 例を比較すると、有
意に侵襲的医学処置を受けた割合が前者で高かった（100%対 47%, Fisher 正確検定 P = 
0.013）。この 6 例は全例、甘麦大棗湯エキス製剤 0.13～0.22 g/kg/日を経口投与された。投
与直後に治療効果を認め、発作の回数が有意に低下した。甘麦大棗湯の安全性について、偽

性アルドステロン症を示
唆する低カリウム血症と
体重増加が見られないか
検討したところ、投与１週
間および２週間では血清
カリウム値や体重は投与
前より有意な変化を認め
なかった（Wilcoxon 符号
順位検定、図 3） 。以上の
結果から甘麦大棗湯は現
代小児科学においても、夜
啼き・ノンレム睡眠関連睡
眠時随伴症に対して即効

性がありかつ安全性のある薬剤であることが示唆された（Kawashima N. J Child Neurol, 
2021）。適応症が現代では失われている有望な方剤の基礎医学的研究は今後の課題である。 
 
（４）考察 
 予算の都合もあり、本研究では 11 件の電子テキスト化にとどまった。これは先行の日本小
児科史研究で検討された 80 文献のうち 14%に過ぎないが、日本の伝統小児科書を系統的にリ
スト化して電子テキスト化までシームレスに行うシステムを構築したのは全国でも初めて
の試みであった。これまで文献の画像データは入手可能であったが、本研究で電子テキスト
化したことの意義は、古文書の収集・解読の労力をかけずにすぐに文献を利用可能な状態に
したという利便性にあることはもとより、電子データ解析から二次的に生まれるだろう小
児科学・史学・社会学研究などの応用の基盤ともなったことである。また今回は古典の記載
をもとに甘麦大棗湯の有用性が現代小児科学でも証明されたが、これはほんの一例にすぎ
ず、依然多くの治療シーズが文献に埋もれていると考えられる。今回電子テキスト化したデ
ータは、形式を整えて今後一般公開する予定である。小児漢方治療法のデータベースも公開
する予定であるが、その公開前には『一字銘』の解読など今後の研究成果を待つ必要がある。 
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